


デ
タ
ト
と

ア
ム
・
カ

ド
シ
ナ
三

国
一
体
化

へ
と
発
展

さ
せ
た
。
　
　
。
‘

　
ベ
ト
才
ハ
戦
争
ら
貼
つ
い
た
崇
帝
り

威
信
は
諮
ノ
ビ
長
配
カ
・
根
幹
を
括
が

し
、
胤
界
支
配
を
孚
っ
し
え
な
く
な
っ

た
米
帝
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ク
ー
デ
タ
ー

を
樵
に
一
気
に
解
政
務
力
を
圧
殺
し
よ

う
と
し
こ
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
イ
ン
ド

シ
す
ヱ
。
款
首
言
こ
ん
だ
解
放
の
嵐
の

前
に
、
と
り
か
凡
し
の
つ
か
な
い
泥
沼

へ
自
ら
の
め
り
こ
み
、
大
帝
の
危
機
を

深
め
つ
つ
あ
る
の
だ
。

？
入
が
ぃ
総
決
起
束

作
心
制
圧
デ
モ
を
貫
徹
す
東

争
は
、
社
敢
行
、
五
こ
八
月
徊
争
へ
の
更
な
る
前

】
線
を
画
進
を
薗
認
す
る
と
Ｉ

″
時
に
、
沖
縄
闘
争

の
一
体
と
な
っ
た
学
園
ロ
ッ
ク
ア
ブ
ト

体
制
か
恒
常
化
し
、
公
然
た
る
学
内
活

叫
反
戦
、
7
0
年
代
闘
争
を
真
に
担
う
部
隊
と
し
で
動
の
規
制
な
ど
困
難
な
局
面
を
余
儀
な

ご
開
催
さ
の
存
在
を
鮮
明
化
し
た
。
　
　
　
　
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
４
・

に
は
首
都
　
明
治
公
園
で
墨
ま
ず
首
都
の
各
大
2
8
闘
争
に
叫
こ
う
い
っ
た
攻
撃
を
は

択
起
し
た

五
万
人
（

だ
。
集
会

後
、
都
心

ソ
ョ
ｙ
を

学
か
ら
続
々
と
結
集
ず
る
学
生
部
隊
を

迎
え
、
午
後
三
時
誠
か
ら
全
国
全
共
闘

集
会
か
開
催
さ
れ
て
い
っ
た
。
首
都
の

大
学
は
、
学
園
闘
争
、
秋
期
政
治
決
戦

の
激
動
を
つ
う
じ
で
、
に
権
力
、
当
局

ね
返
し
、
政
治
ス
ト
で
決
起
し
た
饗
応

大
を
は
じ
め
、
各
大
学
か
ら
多
く
の
部

隊
か
決
起
し
た
。

　
集
会
は
、
各
大
学
・
各
党
派
を
代
表

す
る
全
共
闘
の
発
言
に
よ
っ
て
池
め
ら
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!8明治公園に結集した五万人の労働者・学生
れ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
内
容
は
現
在
の

学
園
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
い
っ
た
情
況
を

反
映
し
、
「
か
か
元
涯
粉
砕
の
闘
い

を
沖
繩
―
印
加
役
闘
争
と
結
合
す
る

巾
か
ら
再
度
の
圧
目
的
爆
発
を
」
と
い

り
た
こ
と
で
藁
屑
を
な
し
、
決
意
を
打

ち
固
め
て
い
っ
た
。

　
こ
の
集
会
か
続
行
さ
れ
る
中
、
午
後

四
時
半
ご
ろ
か
ら
各
地
区
、
職
場
反

戦
、
市
民
団
体
等
が
続
々
と
会
場
に
つ

め
か
け
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
午
後
六

時
、
圧
倒
的
部
隊
の
・
結
集
で
会
場
が
埋

め
尽
く
さ
れ
る
中
吊
・
全
体
集
会
か
始
ま

っ
た
。

　
集
会
で
は
、
六
日
行
動
委
、
全
国
反

戦
、
全
国
会
共
闘
の
代
表
か
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
に
立
も
「
日
米
共
同
声
明
」

に
長
く
帝
国
主
我
者
の
沖
縄
の
侵
略
前

線
基
地
化
策
動
と
対
決
し
、
ア
ジ
ア
侵

賂
、
国
内
抑
圧
の
野
望
を
粉
砕
し
よ

う
。
」
と
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
集
会
で
も
鰻
大
の
勁
其
方
を
竺

り
、
学
生
主
導
型
か
ら
労
働
者
生
滅
二

型
の
7
0
年
代
へ
、
と
い
わ
し
め
た
全
国

反
戦
は
、
‐
１
資
本
、
労
組
幹
部
の
反

戦
派
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
と
い
う
攻
撃
を
打

ち
破
り
、
″
５
ぐ
が
春
闘
の
美
名
の

下
に
酔
い
し
れ
る
段
位
左
翼
を
乗
り
越

え
て
闘
い
披
く
で
あ
ろ
う
」
と
宜
言
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

　
こ
の
ち
ス
ト
回
避
と
い
う
労
旨

部
の
裏
ぎ
り
に
抗
し
つ
つ
闘
い
披
い
て

き
た
全
軍
労
反
戦
の
代
表
の
連
帯
声

明
、
ま
た
何
よ
り
・
も
匪
界
史
の
激
動
今

切
り
抜
い
た
南
ベ
ト
ナ
よ
瞼
革
命
政

府
か
ら
の
こ
の
集
会
へ
の
鴉
烈
な
連
帯

ア
ピ
ー
ル
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
一
層
の
’

熱
気
と
気
迫
に
満
ち
て
進
行
し
て
い
っ

た
。
　
　
　
　
Ｊ
　
　
‥

　
午
後
じ
時
、
こ
う
し
て
集
会
を
が
ち

取
っ
た
部
隊
は
、
一
斉
に
都
心
制
圧
に

む
け
た
デ
モ
行
進
に
打
っ
て
出
て
い
っ

た
。
デ
モ
隊
は
、
機
動
隊
の
規
制
、
弾

居
に
抗
し
つ
つ
圧
倒
的
な
デ
モ
を
貫
徹

し
、
青
山
通
三
丁
目
付
近
で
は
強
固

な
陣
型
で
数
変
に
わ
た
る
機
動
隊
と
の

激
突
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
ふ
て
堂
々

四
♂
に
わ
た
る
デ
モ
行
進
を
展
開
し
た

部
隊
は
、
総
括
地
点
で
あ
る
日
比
谷
公
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●お問い合わせは

　大阪市西区京町堀｜－114哩1550

　日本事務器株式会社大阪支店

　　　　　　　　　　業務部

　電話（06）448－1201（大代）

日本事務器はコンピュートピアの実現をめざ

すCreative Companyです

日本事務器は、事務機械化、経営合理化を通

じて、わが国企業の近代化につくしています。

バイデキス､･タイムレコーダ、電子式卓上計

算機などの一般事務機器から、ＮＥＡＣ電子

計算機システムまで、総合的機械化システム

の開発・販売に意欲的な活動を展開していま

す。
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